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神
戸
君
を
憶
う
て

新

村

出

神
戸
博
士
の
学
徳
平
業
績
や
人
格
の
こ
と
は
、
今
夏
私
が
の
ベ
る
要
も

な
い
か
ら
、
た
だ
個
人
的
な
、
愛
慕
町
一
情
を
筆
に
す
る
こ
と
に
限
り
た
い
。

同
君
と
私
と
は
、
昔
々
、
一
八
九

0
年
代
に
お
け
る
東
京
本
郷
時
代
の

一
高
の
一
級
上
下
の
同
窓
だ
っ
た
。
二
一
閣
の
卒
業
、
東
大
の
卒
業
、
生
誕

の
年
、
た
っ
た
一
年
の
相
違
だ
け
。
私
は
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
秋
O
山

口
県
生
れ
、
君
は
翌
十
年
春
の
名
古
屋
生
れ
、
相
共
一
高
に
学
び
、
君
は

一
部
の
法
科
士
山
皇
、
僕
は
岡
部
の
文
科
志
望
、
科
や
級
も
少
し
ち
が
っ
た

か
ら
、
倫
理
講
堂
で
一
所
に
な
っ
た
り
、
寄
宿
寮
の
同
室
の
名
古
昆
の
郷

友
吉
訪
う
て
宋
た
君
を
識
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
本
科
白
一
年

か
二
年
か
に
な
っ
て
か
ら
、
中
隈
敬
蔵
講
師
の
経
済
原
論
を
同
聴
し
た
縁

に
由
っ
て
、
毎
週
一
度
二
時
間
同
席
し
た
位
な
も
の
に
止
ま
り
、
出
欠
を

調
べ
る
た
め
に
姓
を
呼
ば
れ
る
の
で
、
お
互
に
顔
を
お
ぼ
え
あ
っ
た
丈
だ

っ
た
。
法
科
志
望
の
菊
地
駒
次
と
か
、
松
岡
欣
平
と
か
、
松
岡
国
男
、
後

の
柳
田
、
松
本
茶
治
(
晩
年
商
工
相
)
、
そ
れ
ら
の
人
々
と
は
相
知
り
、

今
ま
で
深
く
相
識
り
、
親
交
尽
き
ぬ
の
は
、
元
々
文
科
的
な
馴
田
君
く
ら

ゐ
な
も
の
。
そ
し
て
経
済
学
を
共
に
聴
一
講
し
た
と
い
っ
て
も
、
一
五
来
そ
。
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こ
ろ
の
必
修
科
目
だ
っ
た
経
世
相
学
を
、
当
時
、
明
治
二
十
七
、
入
、
九
年

こ
ろ
、
会
計
検
査
院
の
部
長
あ
た
り
を
勤
ら
れ
た
中
限
先
生
(
佐
賀
県
出

身
で
、
後
に
は
院
長
に
進
ん
だ
人
だ
と
、
最
近
高
田
保
馬
君
に
、
今
回
白

神
戸
君
の
告
別
式
の
と
き
に
閣
い
た
だ
け
で
、
閲
歴
等
は
4
4
く
知
ら
な

い
)
け
炉
、
経
済
雑
誌
社
(
私
の
先
輩
の
旧
幕
系
の
史
学
者
田
口
卯
吉
博
士

の
経
常
で
あ
っ
た
か
と
憶
え
る
〉
の
出
版
で
、
原
著
者
の
名
も
、
原
書
そ

の
も
の
も
全
く
知
ら
な
か
っ
た
が
、
と
に
か
く
何
人
の
訳
か
も
今
は
忘
れ

て
し
ま
っ
た
が
、
と
に
か
く
其
の
訳
書
に
即
し
ず
一
、
誤
訳
な
ど
を
一
々
明

細
に
指
摘
し
つ
つ
、
懇
篤
に
祖
述
さ
れ
た
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
か
、
ス

チ
ュ
ア
1
ト
・
ミ
ル
と
か
、
ぞ
れ
か
ら
マ
ー
シ
ャ
ル
と
か
、
い
う
様
な
名

だ
け
は
憶
え
た
。
そ
の
留
学
牛
に
な
っ
て
伯
林
大
学
や
民
顕
大
学
な
ど
に
、

専
門
以
外
白
弥
次
聴
講
を
密
か
に
試
み
た
際
、

U
V
J

ュ
モ

l
ラ

l
教
授
等
の

名
も
、
ま
し
て
や
マ
ル
ク
ス
た
と
の
名
も
、
各
教
科
書
に
は
出
て
こ
な
か

っ
た
か
ら
、
そ
の
原
書
は
、
け
だ
し
英
米
の
経
済
学
入
門
書
で
あ
っ
た
の

だ
と
信
ぜ
ら
れ
る
。

そ
り
中
隈
先
生
町
教
場
で
は
、
法
文
志
望
の
一
部
学
生
が
同
席
し
、
一

叡
前
後
の
差
の
あ
る
連
中
が
、
経
済
学
の
初
歩
を
、
神
戸
君
と
同
席
し
て

聴
講
し
た
旧
縁
は
、
親
疎
の
間
柄
は
そ
れ
を
別
と

L
て
、
と
に
か
く
深
遠

な
も
り
が
あ
っ
た
の
で
、
今
回
顧
し
て
甚
に
な
っ
か
し
い
。

か
く
て
、
神
戸
君
は
、
私
よ
り
一
年
後
の
明
治
三
十
三
年
二
九
C
C一一

東
大
平
業
後
、
程
な
く
、
当
時
ま
だ
新
設
問
も
な
か
っ
た
京
都
帝
国
大
学

の
法
科
大
学
白
助
教
授
に
翠
用
さ
れ
た
の
で
、
私
は
東
大
文
科
白
国
語
研



究
室
の
助
手
か
ら
講
師
、
三
ム
五
年
(
一
九
O
二
)
東
京
高
削
、
東
大
文

の
兼
任
幼
教
授
か
ら
、
四
十
年
(
一
九
o
h
)
京
大
助
救
援
と
し
て
ド
イ

ツ
に
南
学
中
、
上
記
の
松
本
ゃ
、
松
岡
を
始
め
、
そ
の
他
、
川
名
と
か
上

杉
と
か
の
名
は
、
度
々
き
い
た
が
、
神
戸
の
名
は
全
く
き
か
な
か
っ
土
か

ら
、
同
君
の
留
学
と
は
、
相
前
後
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
小
川
郷
太
郎

は
ミ
L

Y

へ
γ
に
留
学
中
で
、
一
度
出
週
っ
た
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
明
治
四
十
二
年
(
一
九

O
九
〉
春
、
私
が
帰
朝
し

て
教
授
に
昇
任
し
て
か
ら
凡
そ
一
年
ほ
ど
経
っ
て
か
ら
、
什
属
図
書
館
長

に
兼
補
さ
れ
た
時
、
神
戸
君
は
、
法
科
大
学
の
図
書
主
任
を
勤
務
中
で
あ

っ
て
、
当
時
の
総
長
た
り
し
菊
地
大
蔵
(
前
文
相
、
後
に
相
府
の
顧
問
官
)

か
b
、
神
戸
君
と
私
と
を
招
致
し
て
、
三
人
で
、
図
書
館
の
新
旧
阿
館
を

巡
覧
し
つ
つ
三
の
頃
、
と
か
く
不
円
満
だ
っ
た
中
央
図
書
本
館
と
、
法
科

(
む
ろ
ん
経
済
と
分
離
遠
き
以
前
の
こ
と
で
)
法
科
(
市
さ
ば
法
経
阿
科
〉

と
の
図
書
の
購
入
万
平
処
理
方
や
整
理
遅
速
な
ど
が
、
う
ま
く
(
具
合
が

円
滑
に
ゆ
か
ず
)
折
合
が
良
く
な
か
っ
た
ら
し
か
「
た
の
を
、
適
当
に
調

節
す
ベ
く
配
慮
さ
れ
両
人
に
道
を
講
ぜ
よ
主
の
抄
汰
に
外
な
ら
な
か
っ
た

が
、
こ
っ
ち
は
初
心
者
で
新
参
ー
占
だ
っ
た
か
ら
、
ま
あ
宜
し
い
様
に
と
、

我
を
折
り
、
頑
張
り
も
せ

r、
ど
う
や
ら
軌
道
に
の
ぼ
壮
得
た
ら
し
か
っ

た
が
、
一
巳
担
問
厚
、
謹
厳
か
つ
円
満
だ
っ
た
神
戸
君
の
徳
に
困
っ
た
も
の

だ
そ
の
他
、
五
日
々
は
お
互
に
無
為
に
し
て
化
し
合
っ
た
だ
け
で
、
特
に
公

私
折
衝
し
た
い
き
さ
つ
も
な
く
親
し
く
交
際
し
た
経
過
も
な
く
、
停
年
退

追
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文

職
後
、
二
十
数
年
の
問
、
親
儲
に
情
話
し
た
関
係
も
な
く
、
各
々
の
晩
年

の
和
敬
清
寂
期
に
入
り
、
学
問
上
の
按
触
も
な
〈
し
て
今
日
に
至
っ
た
。

た
っ
た
一
度
、
河
原
町
二
条
上
る
の
僑
居
。
三
階
に
、
或
る
夏
白
日
か
、

両
臥
中
の
君
を
尋
ね
た
思
い
聞
い
が
あ
っ
た

Q

家
庭
相
互
の
交
際
も
開
け
ず

し
て
、
こ
の
春
に
及
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

所
が
、
今
年
の
晩
春
五
月
、
し
か
も
メ
ー
デ
ー
の
好
天
気
に
、
神
戸
君

ご
夫
妻
主
、
令
娘
令
府
円
お
ふ
た
り
と
の
厚
情
に
由
っ
て
、
東
山
に
新
聞

の
ド
ヲ
イ
ヴ
ウ
ェ
ー
の
清
遊
に
招
待
さ
れ
て
、
新
車
岬
の
瑞
々
し
き
を
、
四

方
り
展
望
の
快
割
淵
と
を
、
喜
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
り
上
、
琵
琶
湖
畔

の
一
旗
亭
に
お
い
て
、
湖
上
の
ヨ
ッ
ト
の
白
帆
を
見
な
が
ら
、
春
周
に
裕

し
つ
つ
、
旧
を
語
り
、
新
を
談
じ
、
生
前
絶
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
十
情
興

の
午
餐
を
い
た
だ
い
た
思
い
出
は
、
到
底
永
く
尽
き
ま
い
。

君
が
京
都
X
人
連
盟
の
会
長
古
米
軍
白
総
脅
か
ら
罷
め
さ

F
つ
九
た
そ

の
後
継
を
僕
に
委
紅
さ
れ
、
初
め
て
君
の
筆
蹟
の
非
凡
な
る
を
建
仁
寺
に

お
け
る
展
観
場
で
見
て
、
大
い
に
恥
入
っ
た
こ
E
は
、
そ
の
席
上
で
語
っ

た
が
、
大
正
三
年
(
一
九
一
究
)
、
僕
が
朝
鮮
寺
内
総
督
を
公
用
で
尋
ね

た
時
、
寺
内
伯
か
ら
君
の
経
済
政
策
の
卓
見
を
大
い
に
賞
揚
さ
れ
士
快
談

を
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
お
っ
た
の
は
、
ぼ
く
の
大
不
覚
だ
っ
た
こ
L

と
を
悔

ゆ
る
次
第
だ
。
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